
例年、学年末から新学期にかけての時期は、中・高校生等の家出や無

断外泊等の問題行動が増加傾向にあり、家出少年の中には、家出中の生

活費等を得るため出会い系サイト等を利用して、暴力団や素行不良者等

から性的被害を受けたり、風俗営業店において接待業務に従事させられ

たり、覚せい剤の使用を強要させられるといった被害に遭うおそれがあ

ります。

少年の家出を防止するために、次のことに注意しましょう。

１ 日頃から家庭での会話を大切にしましょう。

２ 外出時は、行き先、帰宅時間を聞きましょう。

帰宅時間が遅れる場合は、必ず連絡を入れるように約束しましょう。

３ 小遣いに見合わない高価なものを持っていたり、華美な服装等変化

が見られた時は要注意です。本人に確認しましょう。

４ 夜間外出が増える、知らない人からの連絡がある場合も注意が必要

です。兆候があれば夜間の外出は極力控えさせましょう。

５ もし、家出したらすぐ警察に連絡し、被害防止措置を取りましょう。

６ 子どものことで困ったら、一人で悩まず、早めに相談しましょう。

昨年は、キャッシュカード詐欺盗、特殊詐欺

被害が発生し、現在も足利市内で、アポ電等特

殊詐欺関係の電話が高齢者宅にかかってきてい

ます。

もし息子や孫を騙る怪しい電話や警察、市役

所職員等から詐欺被害に遭っていないか等と電

話がかかってきた時は、ナンバーディスプレイ

や留守番電話を活用したり、一度電話を切って

本人に確認して下さい。

困った時は、警察に通報して下さい。

３Ｓ運動とは、

・ＳＥＥ (シー)：子供や高齢者をいち早く発

見し、動きをよく見る。

・ＳＬＯＷ (スロー)：子供や高齢者を見たら減

速する。

・ＳＴＯＰ(ストップ)：危険を感じたらすぐに

停止する。


